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＜病棟連絡事項＞
・准看護師連絡協議会入会金を4/25までに経理へ支払いお願いします。
・西BのPHS基地局の故障により、西病棟へPHSをかけたり、受けたりすることができません。明日、修理予定です。直るまで、固定電話にて連絡をお願いします。夜間に当直医へ電話をかけたい場合は、当直室へ連絡してください。

　4/9（火）小柳Dr：B号室（402）

　4/10（水）金Dr：A号室（401）
＜ベッドコントロール＞
・4月の病床数は48床以下で稼働していきます。
・坂下　泉様～北病棟転出候補許可あり。

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　和則様～青明舎橋本氏より電話あり身元保証人との面会予約あり、4/22（月）14：00対面の予定。併せて障害区分の認定調査の日程確認あるためお伝えしています。施設体験外泊が4/18～で設定しています。
・田端　香織様～本日婦人科受診の為、外出しています。

・溝口　弘子様～本日外泊より帰院しています。
・高杉　洋子様～本日昼から食事中止となっています。本日膀胱留置カテーテル交換実施しています。
・中居　敬悦様～ボラザG軟膏処方となっています。

・西川　和恵様～臨時薬トリへキシフェニジル継続処方。

・山本　久美子様～ロナセンテープ継続処方。
・續石　啓介様～不眠時ラメルテオン（8）10回分処方。
・冨田　義明様～胸苦時）クロチアゼパム（5）20回分処方。

・高杉　洋子様～家族様面会希望時、病棟にて面会対応お願いします。その際、南病棟から入って頂き、手指消毒、マスク、手袋着用の声掛けをお願いします。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高杉　洋子様～朝方一時的に血圧高値となりましたが、再検にて正常値で経過しています。声掛けに開眼していますが、意識レベルは低下してきています。引き続き全身状態観察していきましょう。
・飯田　修子様～話しかけ多さありますが、易怒性や不穏さは無く経過しています。引き続き気分変動に注意していきましょう。
・佐々木　康子様～自室の暖房を弄ることがある為、適宜温度調整をしていきましょう。
・安達　貴弘様～特定女性患者様に怒鳴る行為や父様への不満訴え不穏となり、壁を蹴る等の粗暴行為見られています。トラブルに注意していきましょう。

・飯岡　未来様～奇異行動、危険行為目立ち眼球上転も見られています。行動観察継続し、明日主治医に情報提供していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・金田　英美様～診察では睡眠があまりとれていない事を話され、就床前薬のユーロンジンが2錠へ増量となる。
・鈴木　達也様～処方変更は無く、主治医より、母様へ外出を検討して欲しい事の連絡をするように指示有り。
・藤井　孝蔵様～本日朝より微熱ある事を情報提供。発熱時アンヒバ坐剤が2年前の処方となっている為、新しく処方依頼し2個処方。抗生剤のダイフェンが隔日処方から毎日処方へ変更。プレドニゾロンは減量、コントミン(12.5)3T増量。
・高柳　和子様～歯科受診キャンセル続いたため中止となっている事、その後歯茎の腫れを確認している事を情報提供。歯肉の腫れに対し、セフジトレンピボキシル　3T　×毎食後　4日分処方あり、他同内容で継続。
・沢田　秋子様～ヒアルロン酸点眼2本処方。
・成田　賀枝様～娘様へ面談の都合を確認していく事を説明されている。また、採血結果、低たんぱく、貧血傾向あり、栄養課とともに食事形態の検討するように指示有り。目薬の処方希望あり、シアノコバラミン点眼液処方となる。
・溝口　弘子様～服薬自己管理の導入許可ある。
・坂下　泉様～先週2件GHの体験利用を行っており、GH　ｇuuが好感触であったと。今後体験利用は調整せず、入所日を決めていく方向であり、障害区分の認定調査が入ってくることを情報提供。退院進めて良いと指示有り、また、北病棟転出候補の許可有る。本人よりメーカー変更後フェキソフェナジンが飲みにくいと訴えあり、タベジールに変更。やや効果が強い事の説明をされている。
・田端　香織様～青山荘見学を進めていくように指示有り。
・安達　貴浩様～外出から帰院後気分高揚さ、テーブルを叩く行為、特定患者様へ怒鳴ったり粗暴行為を受けたりすることがあった事、気分変動著明である事を情報提供。また、本人より家族と主治医での面談希望あり、主治医より父様が来院できるのであれば対応すると説明されている。本人、自分で父様へ連絡すると話しており、主治医了承。
・武田　宣子様～青山荘見学しているが部屋の広さに不満がある様子である事、夜間浅眠で過ごす事や対人関係で苛々感を訴える事がある事を情報提供。診察時にも青山荘はあまり乗り気ではない事を話しており、今回の体験を踏まえて家族と話したいと話している。主治医より、母様と主治医での面談設定の指示有り。水曜日の15時以降であれば主治医対応可能との事。処方変更は無い。
・木村　柚子様～リスペリドン増薬後もソワソワ感はあまり変わらない事を情報提供。

青山荘の体験利用進めていくよう指示有り。また、リスペリドン（0.5）朝食後、リスペリドン（1.5）就床前薬からリスペリドン(1)朝食後・就床前薬へ変更となる。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・寺井　恵利子様～胃部不快があり頓用内服している事、情報提供。眩暈は続いており、ムカムカは少し良くなったとの事。また採血データは問題無いとの事。　薬剤調整ありクロザリル（25）　1T中止し減量となり、　ラツーダ（20）2T　1×夕食後→ラツーダ（80）1T　1×夕食後へ増量となる。またスマホの利用可と許可あり。
＜皮膚科診察情報＞
・高杉　洋子様～仙骨部表皮剥離と出血ありテラマイシン軟膏+ガーゼ保護の処置。
・鈴木　和則様～うすば皮膚科処方の外用剤は1日2回を目安に、皮疹痒みの強い所に塗布するようにと指示あり。フェキソフェナジン2T2×1朝夕食後、プレドニゾロン(5)1T1×朝7日分処方となる。
・寺井　恵利子様～デルモゾールDP軟膏1本、アズノール軟膏1本処方となる。
・森　政博様～両下腿発赤と掻痕あり。タベジール2T2×1朝夕食後7日分、デルモゾールDP軟膏1本処方となる。
・川原　サエ子様～両肩の掻痒感と発赤ありデルモゾールDP軟膏塗布の指示追加。
また掻痒感強くなっているとの事でフェキソフェナジン2T2×1朝夕食後14日分処方。

・安達　貴浩様～特変なくデルモゾールDPローション1本処方。
・續石　啓介様～特変なく本人希望にて、アズノール軟膏1本、エキザルベ3本、デルモゾールDP軟膏1本処方。
